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【特集】災害から命を守るために
　

市公式Ｆａｃｅｂｏｏｋ
市内での出来事や市に関する
情報を紹介します

市公式ＬＩＮＥ
開催予定のイベント情報や  
防災・気象情報をお届けします
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【 特 集 】
　9月29日、園部公園スポーツ広
場をメイン会場に総合防災訓練を
実施しました。災害の想定を埴生
断層を震源とする直下型地震が発
生し、家屋の倒壊や土砂災害、多
数の負傷者が出ている状況とし、
メイン会場では、地域住民の皆さ
んと各防災関連機関が一体となっ
た総合的な訓練を実施しました。

南
丹
市
総
合
防
災
訓
練

  もくじ　　　 　
②　【特集】災害から命を守るために
⑥　太陽光発電施設の設置には届け出が必要となります

⑧　南丹市職員給与を公表します

⑩　行政トピックス
・南丹安全・安心まちづくり連絡協議会
・南丹市旧鶴ヶ岡小学校サウンディング型市場調査　ほか

⑫　市長と語ろう、私たちのまちづくり

⑭　活躍する南丹市の人びと／インフォメーション

⑮　景観の小窓

⑯　南丹市地域おこし協力隊レポート／福祉とわたし

⑰　食は、ひとづくり、まちづくり

⑱　いきいき南丹

⑲　人権の窓／ふ・れ・あ・い

⑳　図書館へようこそ!／暮らしにホッと

㉑　ぶらりなんたん

㉒　みんなのひろば　　　　　　　　　
・第５回トライアスロン大会in南丹
・南丹市人権講演会　ほか

㉔　なんたんミュージアム／わが家のアイドル

今月の表紙
　９月29日、南丹市総合防災訓練
での１シーン。要救助者を救うた
め、はしご車で上昇する消防士の
瞳は、本番さながらの眼差しを向
けていました。

倒
壊
家
屋
発
見

調査します
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放
水
は
じ
め

よーっし！
よーっし！
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日
頃
の
備
え

①
緊
急
連
絡
方
法
を

　
　
　
　
決
め
ま
し
ょ
う

②
避
難
所
ま
で
の
道
の
り
を

　
　
　
確
認
し
ま
し
ょ
う

③
非
常
持
出
品
・
備
蓄
品

　
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

④
日
頃
か
ら
住
民
同
士
の
　

　
　
　
　
　
つ
な
が
り
を

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
電
話
が
混
み

合
い
、
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

「
災
害
用
伝
言
板
」な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
確
認
し
、
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
す
る
の
か
、
家
族
で
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
家
庭

で
は
、
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
と
引
き

渡
し
の
ル
ー
ル
を
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

　

市
が
発
行
し
た「
南
丹
市
総
合
防
災

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
見
な
が
ら
、
一

時
避
難
所
や
収
容
避
難
所
ま
で
の
避
難

経
路
を
実
際
に
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
災
害
時
に
は
ど
ん
な
危
険
が
待

ち
構
え
て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
危

険
に
な
り
そ
う
な
場
所
を
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
書
き
込
み
、
家
族
と
共
有
し
ま

し
ょ
う
。

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
公
的
機
関
か

ら
支
援
物
資
の
配
給
な
ど
が
受
け
ら
れ

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ

ま
で
は
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
、

近
所
や
周
り
の
皆
さ
ん
の
力
で
な
ん
と

か
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

万
が
一
に
備
え
て
、
非
常
時
持
出
品

や
備
蓄
品
の
準
備
を
し
、
実
際
に
持
っ

て
歩
く
な
ど
想
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
発
生
直
後
、
自
分
や
家
族
が
無

事
の
確
認
が
で
き
れ
ば
、
隣
近
所
の
お

宅
に
安
否
や
行
方
の
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。
特
に
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
に

と
っ
て
、
頼
り
に
な
る
場
合
が
多
く
あ

り
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
協
力
し
合
っ

て
、
救
出
や
救
護
活
動
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
南
丹
市
総
合
防
災
訓
練
を
は

じ
め
、
消
防
団
や
地
域
が
実
施
す
る
防

災
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、
少
し
で
も

被
害
を
減
ら
せ
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

▲バケツリレーをする住民ら
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台
風
や
大
雨

　
　
　
へ
の
備
え

①
防
災
情
報
の
警
戒
レ
ベ
ル

　
　
　
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

②
各
種
情
報
の
入
手
方
法

　

日
本
で
は
毎
年
の
よ
う
に
、
大
雨
や

台
風
な
ど
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
、

高
潮
な
ど
が
発
生
し
、
多
く
の
被
害
が

で
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
国

で
は
５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
で
示
し
、

住
民
の
方
が
直
感
的
に
理
解
で
き
る
よ

う
、
表
現
方
法
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

気
象
庁
や
国
土
交
通
省
な
ど
が
発
表

す
る
各
種
情
報
は
命
を
守
る
た
め
の
大

切
な
情
報
で
す
。

　

情
報
は
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
か
ら
提
供

さ
れ
ま
す
。
実
際
に
発
表
さ
れ
る
防
災

情
報
も
確
認
い
た
だ
く
な
ど
、
日
頃
か

ら
の
備
え
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■問い合わせ先　危機管理対策室　℡（０７７１）６８─００２１

警戒　
レベル

住民に行動を促す情報
（避難情報など）　　 住民が取るべき行動

住民が自ら行動を取る際の判断に参考となる情報（警戒レベル相当情報）
洪水に関する情報 土砂災害に関する情報

（気象庁）園部川、桂川 その他河川（気象庁）

５
南
丹
市

●災害発生情報
　（可能な範囲で発令）

●既に災害が発生している状況であり、命を
　守るための最善の行動を取る。 ●氾濫発生情報 ●大雨特別警報

　（浸水害）
●大雨特別警報
　（土砂災害）

４ ●避難勧告
●避難指示（緊急）

●収容避難所などへの立退き避難を基本とす
　る避難行動を取る。
●災害が発生する恐れが極めて高い状況など
　となっており、緊急に避難する。

●氾濫危険情報
●洪水警報の危
　険度分布
　（非常に危険）

●土砂災害警戒情報
●土砂災害に関するメッシュ
　情報（非常に・きわめて危険）

３ ●避難準備・
　高齢者等避難開始

●高齢者などは立退き避難する。
●その他の者は立退き避難の準備をし、自発
　的に避難する。

●氾濫警戒情報
●洪水警報の危
　険度分布
　（警戒）

●大雨警報（土砂災害）
●土砂災害に関するメッシュ
　情報（警戒）

２ 気
象
庁

●洪水注意報
●大雨注意報 ●避難に備え自らの避難行動を確認する。 ●氾濫注意情報

●洪水警報の危
　険度分布
　（注意）

●土砂災害に関するメッシュ
　情報（警戒）

１ ●警報級の可能性 ●災害への心構えを高める。
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令 和 ２ 年 １ 月 か ら
10kW以上の地面設置型

太陽光発電施設の設置には
　届け出が必要となります

「
南
丹
市
太
陽
光
発
電
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」

Q
．
ど
う
し
て
必
要
？
？

南
丹
市
で
は
、
太
陽
光
発
電
を
は

じ
め
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
な
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
市
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
に
多
数
設
置
さ
れ
て

い
る
太
陽
光
発
電
施
設
の
な
か

に
は
、
無
秩
序
な
設
置
や
管
理
不
足
に

よ
り
、
南
丹
市
の
豊
か
な
自
然
や
良
好

な
住
環
境
な
ど
景
観
へ
の
阻
害
や
、
市

域
に
生
息
す
る
貴
重
な
動
植
物
や
生
態

系
に
与
え
る
悪
影
響
な
ど
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
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条
例
制
定
の
目
的

　

地
域
環
境
と
の
共
生
を
図
り
、
安

心
・
安
全
な
市
民
の
生
活
を
確
保
す
る

た
め
、
設
置
な
ど
に
関
す
る
基
準
、
近

隣
住
民
な
ど
へ
の
説
明
や
調
整
、
施
設

管
理
や
撤
去
時
の
遵
守
事
項
な
ど
を
定

め
、
届
出
を
義
務
と
す
る
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

◇�

こ
の
条
例
の
施
行
日
は
、
令
和
２
年

１
月
１
日
か
ら
で
す
。

◇�

施
行
日
以
降
に
太
陽
光
発
電
施
設
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
条
例

に
基
づ
く
届
け
出
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

◇�

ま
た
、
施
行
日
以
前
に
着
手
さ
れ
て

い
る
施
設
も
、
適
切
な
維
持
管
理
、

廃
止
時
に
お
け
る
手
続
き
と
施
設
撤

去
の
適
正
な
廃
棄
な
ど
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
域
で
、
出
力
の
合
計
が
10　
kW

以
上
と
な
る
太
陽
光
発
電
施
設
を
対
象

と
し
、
建
築
物
の
屋
根
ま
た
は
屋
上
に

設
置
す
る
も
の
を
除
き
ま
す
。

　

事
業
者
は
次
の
事
柄
に
つ
い
て
責
任

を
持
っ
て
対
処
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇�

条
例
そ
の
他
法
令
を
遵
守
し
、
事
業

区
域
の
周
辺
住
民
な
ど
の
理
解
を
得

る
と
と
も
に
、
災
害
を
防
止
し
、
生

活
環
境
、
景
観
、
自
然
環
境
な
ど
の

保
全
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

◇�

太
陽
光
発
電
事
業
の
実
施
は
条
例
に

定
め
る
設
置
基
準
に
従
う
。

◇�
太
陽
光
発
電
事
業
の
実
施
に
係
る
苦

情
お
よ
び
紛
争
が
生
じ
た
と
き
は
、

誠
意
を
も
っ
て
解
決
に
あ
た
る
。

◇�

太
陽
光
発
電
施
設
の
適
切
な
維
持
管

理
と
事
業
終
了
後
の
適
切
な
撤
去
お

よ
び
処
分
の
た
め
、
計
画
的
な
積
立

な
ど
の
方
法
に
よ
り
費
用
を
確
保
す

る
。

　

不
適
切
な
設
置
状
況
な
ど
の
実
態
が

あ
れ
ば
、
必
要
に
応
じ
て
立
ち
入
り
調

査
や
指
導
、
助
言
を
行
い
、
改
善
さ
れ

な
い
場
合
は
事
業
者
の
公
表
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

条
例
の
適
用

対
象
と
な
る
施
設

事
業
者
の
責
務

市
の
立
ち
入
り
調
査
な
ど

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

市
民
環
境
課（
環
境
衛
生
係
）ま
で

　
　
　
　

℡（
０
７
７
１
）６
８

−

０
０
８
５

条例に基づく届け出の手順

①事前協議
　事業の計画を予め市長に提出し協議を行う。

②周辺住民（行政区）への説明会の実施
　周辺住民などへの説明会を開催して周知を図り、
出された意見に対して適切な対応を行う。

③事業届出
　地域への周知と対応を含み事前協議終了後、工
事着手の30日前までに市長に届出を行う。

④事業着手届と工事完了届

⑤適正な維持管理
　発電設備の管理者等に関する情報を周知する看
板を掲示する。
　既設施設を含めて、発電施設と事業区域内を常
時安全で良好な状態に維持管理する。

⑥廃止の際の措置
　事業を廃止する30日前までに市長に届け出を行
い、施設の解体、撤去、廃棄など適正な措置を講
じる。

事前協議

★住民説明会
事業説明

意見の聴取と対応

事業届出

事業着手

維持管理

廃止
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南丹市職員南丹市職員給与を公表します
　市職員に支給される給与は、国家公務員の給与を参考
にしながら、市議会の審議を経て条例や規則によって定
められます。
　市民の皆さんに、職員の給与などについて理解を深め
ていただくため、市職員の給与などの実態について平成
31年４月１日現在の主な内容を公表します。

（1） 人件費の状況（平成30年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（平成31年3月31日現在）

歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率
（B／A）

31,742人 22,196,172
千円

587,509
千円

3,602,107
千円 16.2％

※　人件費には、特別職（常勤および非常勤）・議員に支給される
給料・報酬などを含みます。（事業費支弁人件費を含みます。）

　　普通会計とは、地方財政分析上統一的に用いられる会計区分
で、一般会計、市営バス運行事業特別会計などの合計です。

（3） 職員の平均年齢、平均給料月額および
　　 平均給与月額の状況（平成31年4月1日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 43.1歳 321,512円 425,376円

技能労務職 55.9歳 303,850円 317,047円

※ 「平均給料月額」とは、平成31年４月１日現在における基本給
の平均です。

　 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、
通勤手当、住居手当など諸手当の額を合計したものです。

（4） 一般行政職職員の初任給の状況（平成31年4月1日現在）

区　分
南丹市 国

初任給 2年目経過日 初任給 2年目経過日

大学卒 180,700円 192,400円 180,700円 192,400円

高校卒 148,600円 157,000円 148,600円 157,000円

学校卒業後、ただちに採用された職員の初任給と、その後引き続き２
年間勤務したときの給料月額は、次のとおりです。

（2） 職員給与費の状況（平成31年度普通会計当初予算）

職員数
（A）

給　与　費 1人当たり
の給与額
（B／A）給　料 職員手当 期末・勤勉

手当 計（B）

351人 1,342,283
千円

254,566
千円

540,978
千円

2,137,827
千円

6,091
千円

平成31年度の普通会計当初予算に計上された一般職員の給与費
の状況は次のとおりです。

※　職員手当には退職手当は含みません。

（5） 級別職員の状況（平成31年4月1日現在）

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１　級 主事、一般技能職 42人 11.2％
２　級 主事、一般技能職 71人 18.9％
３　級 主査、主任 61人 16.2％
４　級 係長 78人 20.7％
５　級 課長補佐 59人 15.7％
６　級 課長、局長、事務局次長、参事 45人 12.0％

７　級 部長、支所担当長、会計管理者、次長、教
育参事、議会事務局長 20人 5.3％

計 376人 100.0％

職員数は、市の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。標
準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※　職員数は、市長、副市長、教育長、船井郡衛生管理組合および
京都中部総合医療センターへの派遣職員を除いた数です。

（6） 職員手当の状況（平成31年4月1日現在）

区分 南丹市 国

扶
養
手
当

●配偶者　6,500円
●子　10,000円
●父母等 　１人につき　 6,500円

●満16歳〜満22歳までの子１人につき　5,000円加算

南丹市
と同じ

住
居
手
当

●借家の場合
　�　月額12,000円を超える家賃支払い者に対し、家

賃月額により、月額27,000円を限度に支給

南丹市
と同じ

通
勤
手
当

●交通機関利用者は、55,000円を限度に全額を支給
●交通用具利用者は、通勤距離に応じ支給

南丹市
と同じ

管
理
職
手
当

●部長級　　給料月額の13.0％
●次長級　　給料月額の11.0％
●課長級　　給料月額の  9.0％

定額制

期
末
・
勤
勉
手
当

区分 期末手当 勤勉手当 合　計

南丹市
と同じ

  6月期 1.3月分
（1.1月分）

0.925月分
（1.125月分）

2.225月分
（2.225月分）

12月期 1.3月分
（1.1月分）

0.925月分
（1.125月分）

2.225月分
（2.225月分）

計 2.600月分
（2.200月分）

1.850月分
（2.250月分）

4.450月分
（4.450月分）

職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり
※（　　）内は、管理職員の支給月数です。

　2㎞以上　5㎞未満 月額　2,000円
　5㎞以上10㎞未満 月額　4,200円
10㎞以上15㎞未満 月額　7,100円
15㎞以上20㎞未満 月額10,000円
20㎞以上25㎞未満 月額12,900円
25㎞以上30㎞未満 月額15,800円
30㎞以上35㎞未満 月額18,700円
35㎞以上40㎞未満 月額21,600円
40㎞以上45㎞未満 月額24,400円
45㎞以上50㎞未満 月額26,200円
50㎞以上55㎞未満 月額28,000円
55㎞以上60㎞未満 月額29,800円
60㎞以上 月額31,600円
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（参考）ラスパイレス指数の状況（平成30年４月１日現在）

国 京都府 京都市 南丹市 その他

100.0 99.1 102.5 96.1

府内市平均 99.0
（京都市除く）

府内市町村平均 97.8
（京都市除く）

全国市平均 99.1

※　ラスパイレス指数とは、国家公務員の平均給与額を100.0とし
て算定した時の地方公務員の平均給与額の指数です。

（9） 定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

区　　分 報酬等月額 期末手当支給割合

市 長 736,000円

副 市 長 647,800円

教 育 長 579,200円 6月期　1.675月分

議 長 470,000円 12月期　1.675月分

副 議 長 415,000円 計　3.35月分

常 任 委 員 長 390,000円 （加算措置あり）

議会運営委員長 390,000円

議 員 380,000円

（7） 特別職の報酬などの状況（平成31年4月１日現在）

南丹市では、平成29年４月に第３次「南丹市職員定員適正化計画」を
策定しました。これまでから非常に厳しい財政状況の中、市民協働の推
進や民間活力の活用など行政のスリム化を進めてきました。今後も、さ
らなる職員の資質向上、効率的な組織体制の構築を目指し、真に必要と
なる職員数を確保しつつ、定員の適正化を進めていきます。

（8） 職員数の状況（平成31年４月１日現在）

職　員　数
対前年
増減数平成30年度

（平成30年４月１日現在）
平成31年度

（平成31年４月１日現在）

一
般
行
政
部
門

議 会 4 4
総 務 93 97 4
税 務 20 16 △4
民 生 102 98 △4
衛 生 23 22 △1
農林水産 21 20 △1
商 工 7 9 2
土 木 33 33
小 計 303 299 △4

特
別
行

政
部
門

教 育 45 44 △1
消 防 − −
小 計 45 44 △1

公
営
企
業
等

会
計
部
門

上 水 道 11 11
下　　水 7 9 2
そ の 他 15 13 △2
小 計 33 33

合　計 381〔397〕 376〔397〕 △5

計画期間
数値目標

始　期 終　期

平成29年４月１日 令和４年４月１日
　平成29年４月に387人であった職員
総数を、令和3年度末までに「9.6％」に
あたる「37人」を削減する。

区　　分
職員数（人）

構成比（％）
男 女

20歳未満 2 0 2 0.5
20歳〜23歳 21 5 16 5.6
24歳〜27歳 34 14 20 9.0
28歳〜31歳 36 19 17 9.6
32歳〜35歳 16 7 9 4.3
36歳〜39歳 18 11 7 4.8
40歳〜43歳 50 29 21 13.3
44歳〜47歳 72 43 29 19.1
48歳〜51歳 45 23 22 12.0
52歳〜55歳 37 21 16 9.8
56歳〜59歳 45 30 15 12.0

合　計 376 202 174 100.0

1. 部門別職員数の状況

1. 定員適正化目標（数・率）

平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

387人 384人 380人 370人 360人 350人

387人 382人 378人

2.  各年４月１日現在における定員の数値目標と総職員数
　（上段：目標値、下段：職員数）＊職員数には派遣職員を含みます。

2. 年齢別職員構成の状況

退
職
手
当

自己都合 応募認定退職・定年退職

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分 47.7090月分

最高限度額 47.7090月分 47.7090月分

・定年前早期退職特例措置あり（２％〜30%加算）

退
職
手
当

区　分 算定方式 支給時期

市　長 給料月額×任期１年につき530/100 任期毎に支給

副市長 給料月額×任期１年につき315/100 任期毎に支給

教育長 給料月額×任期１年につき270/100 任期毎に支給

※　退職手当については、京都府市町村職員退職手当組合に加入し
ており、同組合の規定による支給率です。

※　職員数は、地方公共団体定員管理調査に基づく職員数です。
 ［　　　］内は、条例定数の合計です。

特
殊
勤
務
手
当

区　分 全職種

特殊勤務手当予算額 275千円

職員全体に占める手当
支給対象職員の割合 7.41％

給料総額に対する比率 0.02　％

手当の種類（手当数） 2種類

代表的な手当の名称 伝染病防疫等作業手当・汚物処理作業手当

※　平成31年度の普通会計当初予算に計上された特殊勤務手当の
状況です。

※　退職手当については、京都府市町村職員退職手当組合に加入し
ており、同組合の規定による支給率です。

区　分
部　門
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Topics
市
民
の
安
全
安
心
を
守
り
た
い

―
南
丹
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会
―

　

10
月
2
日
、
市
役
所
で
南
丹
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
協
議
会
は
南
丹
市
と
南

丹
警
察
署
で
結
ば
れ
た
協
定
に
よ
り
組

織
さ
れ
、
犯
罪
や
交
通
事
故
防
止
、
防

災
な
ど
の
重
要
な
場
面
で
連
携
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
市
内
で
発
生
し
た
車
上

荒
ら
し
や
特
殊
詐
欺
事
件
な
ど
の
犯
罪

情
勢
や
そ
の
対
策
、
防
災
の
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
際
し
、
西
村
市
長
は「
今
後
も

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、

関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
南
丹
警
察
署
と
連
携
し
、
強
固
な

関
係
を
築
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

終
了
後
に
行
わ
れ
た「
南
丹
市
地
域

見
守
り
活
動
出
発
式
」で
は
、
子
ど
も

や
保
護
者
ら
も
駆
け
付
け
、
協
議
会
の

関
係
者
ら
と
一
緒
に
市
営
バ
ス
に
防
犯

マ
グ
ネ
ッ
ト
を
貼
り
、
登
下
校
の
パ
ト

ロ
ー
ル
に
出
発
す
る
皆
さ
ん
を
見
送
り

ま
し
た
。

▲西野警察署長から防犯マグネットを受け取る西村市長

▲市営バスにマグネットを貼る関係者と子どもら

▲施設内を見学する民間事業者

▲答申書を読み上げる大槻会長（右）

廃
校
活
用
の
新
た
な
事
業
提
案

―
南
丹
市
旧
鶴
ヶ
岡
小
学
校

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
―

　

8
月
5
日
、
美
山
町
に
あ
る
旧
鶴
ヶ

岡
小
学
校
で
、
同
施
設
の
利
活
用
に
つ

い
て
民
間
事
業
者
か
ら
意
見
や
提
案
を

求
め
、
市
場
性
を
調
査
す
る「
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
」の
現
地
説
明

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
施
設
や
地
域
に
つ
い
て
の

紹
介
や
施
設
内
の
見
学
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
施
設
を
活
用
し
た
事
業
展
開

な
ど
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
事

業
提
案
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
市
指
定
文
化
財
に
追
加

小
出
家
歴
代
藩
主
の
肖
像
画
群

―
南
丹
市
文
化
財
保
護
審
議
会
答
申
―

　

8
月
22
日
、
徳と
く

雲う
ん

寺じ（
園
部
町
）が
所

蔵
す
る「
園
部
藩
小
出
家
歴
代
藩
主
及お
よ
び

夫
人
肖
像
画
」を
市
指
定
文
化
財
に
す

る
こ
と
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
部
藩
藩
主
は
初
代
吉よ
し

親ち
か

か
ら
10
代

英ふ
さ

尚な
お

ま
で
続
き
、
肖
像
画
に
は
藩
主
と

夫
人
が
セ
ッ
ト
で
描
か
れ
、
17
幅
が
残

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
幕
府
御
用

絵
師
の
狩か

野の
う

探た
ん

幽ゆ
う

が
描
い
た
も
の
も
あ

り
、
同
審
議
会
の
大お
お

槻つ
き

左さ

門も
ん

会
長
は

「
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
歴
史
的
価
値

も
高
い
。
市
民
の
誇
り
に
も
な
っ
て
ほ

し
い
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。
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▲西村市長へ報告する委員の皆さん

▲意見を出し合う委員ら

▲道の駅京都新光悦村ロータリーに向かうぐるりんバス

▲西村市長から委嘱状を受ける吉田さん（右）

地
域
創
生
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
に

未
来
の
市
の
姿
を
見
据
え
検
討

―
第
１
回
南
丹
市
地
域
創
生
会
議
―

　

8
月
20
日
、
南
丹
市
役
所
で
令
和
元

年
度
第
1
回
南
丹
市
地
域
創
生
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
現
在
の
南
丹
市
地
域

創
生
戦
略
が
今
年
度
で
終
期
を
迎
え
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
評

価
・
検
証
し
た
上
で
、
次
期
戦
略
を
策

定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
西
村
市
長

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
10
人
の
委
員
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
次
期
戦
略

の
基
本
方
針
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
来
年

3
月
の
策
定
に
向
け
て
各
委
員
が
意
見

を
出
し
合
い
ま
し
た
。

ぐ
る
り
ん
バ
ス
新
路
線
始
ま
る

―
ぐ
る
り
ん
バ
ス
 「

新
光
悦
村
線
」運
行
開
始
―

　

10
月
1
日
、
園
部
町
内
を
運
行
す
る

ぐ
る
り
ん
バ
ス
で
は
、
新
光
悦
村
工
業

団
地
へ
の
通
勤
や
園
部
小
学
校
へ
の
通

学
な
ど
の
た
め
、
4
番
目
の
路
線
と
な

る「
新
光
悦
村
線
」の
運
行
を
始
め
ま
し

た
。

　

新
た
に
5
つ
の
バ
ス
停
を
設
置
し
、

今
ま
で
運
行
し
て
い
な
か
っ
た
地
域
も

走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
へ
の
買
い
物
に
使
い
始
め

た
と
い
う
髙
屋
さ
ん
は
、「
高
齢
で
運

転
が
で
き
な
い
私
に
と
っ
て
助
か
っ
て

い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

協
力
隊
に
強
力
な
新
人
が
加
入

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊

�

委
嘱
状
交
付
式
―

　

9
月
2
日
、
市
役
所
で
地
域
お
こ
し

協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
5
期
隊
員
と
し
て
、
吉よ
し

田だ

宙ひ
ろ

斗と

さ
ん
が
新
た
に
加
入
さ
れ
ま
し

た
。
西
村
市
長
は「
地
元
の
皆
さ
ん
が

元
気
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」と
あ
い
さ
つ
し
、
委
嘱
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

吉
田
さ
ん
は「
自
ら
の
活
動
が
地
域

振
興
に
な
れ
ば
」と
意
気
込
み
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
16
ペ
ー
ジ「
南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
レ
ポ
ー

ト
」で
吉
田
さ
ん
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

民
間
保
育
所
の
事
業
者
が
決
定

更
に
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
へ

―
民
間
保
育
所
の
選
定
委
員
会
報
告
―

　

8
月
29
日
、
子
育
て
環
境
向
上
を
目

的
に
、
募
集
を
行
っ
て
い
た
民
間
保
育

所
の
事
業
者
の
選
定
結
果
に
つ
い
て
、

藤ふ
じ

松ま
つ

素も
と

子こ

委
員
長
か
ら
西
村
市
長
へ
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
は
報
告
を
受
け
、
社
会
福
祉
法
人

京
都
ル
ー
テ
ル
会（
京
都
市
北
区
）に
決

定
し
ま
し
た
。
新
し
い
保
育
所
は
Ｊ
Ｒ

園
部
駅
近
く
の
園
部
町
小
山
東
町
平
成

台
に
定
員
1
5
0
人
で
、
令
和
3
年
4

月
に
開
所
す
る
予
定
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
の
び
の
び
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
一
層
の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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子どもたちと南丹市の未来を語り合う今回のテーマは

・環境問題
・�エネルギー
問題

8月23日、「市長と語ろう私たちのまちづくり」を南丹市議会議場で開催しました。
市立小中学校11校の代表児童・生徒が出席し、市長や教育長らに向けて意見発表しました。

八
木
西
小　

６
年
生

尾お

迫さ
こ　

 

悠ひ
さ
し

●�

レ
ジ
袋
を
有
料
化
す
る
こ
と
で
、マ
イ
バ
ッ

グ
を
使
用
す
る
人
が
増
え
、
環
境
に
も
や

さ
し
く
な
る
た
め
、
レ
ジ
袋
の
有
料
化
に

つ
い
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
考
え
る
。

●�

有
料
化
す
る
レ
ジ
袋
を
、
紙
袋
な
ど
の
リ

サ
イ
ク
ル
、

リ
ユ
ー
ス

で
き
る
素

材
に
す
る
。

園
部
小　

６
年
生

大お
お

林ば
や
し 

理り

か

こ

香
子

●�

私
た
ち
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
エ
コ
バ
ッ

グ
を
制
作
し
店
舗

に
設
置
す
る
。

●�

遊
歩
道
の
整
備
や
清
掃
活

動
、
自
慢
で
き
る
名
所
の

学
習
を
す
る
こ
と
で
郷
土

愛
が
生
ま
れ
る
。
ポ
ス

タ
ー
や
な
ん
た
ん
テ
レ
ビ

で
紹
介
し
、
誇
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
。

八
木
東
小　

６
年
生

德と
く

見み 

花か

音の
ん

●�

市
民
全
員
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
グ
を

持
つ
こ
と
に
よ
り
、
ゴ
ミ
が
減
り
、
レ
ジ

袋
が
い
ら
な
く
な
る
。

●�

エ
コ
バ
ッ
グ
の

利
用
に
よ
り
ポ

イ
ン
ト
が
付
与

さ
れ
る
仕
組
み

を
作
り
、
南
丹

市
か
ら
波
及
さ

せ
て
い
く
。

園
部
第
二
小　

６
年
生

大お
お

西に
し 

円わ

こ子

●�

有
害
物
質
が
発
生
し
な
い
野
菜
原
料
の「
植

物
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

を
市
内
で
生
産
し
、

レ
ジ
袋
や
ご
み
袋
、

エ
コ
バ
ッ
グ
と
し

て
地
産
地
消
に
つ

な
げ
る
。

●�

生
ご
み
を
し
っ
か

り
分
別
し
て
堆
肥

化
し
、
農
産
物
の
生
産
に
つ
な
げ
る
。
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美
山
中　

３
年
生

平ひ
ら

井い 

陽は
る

貴き

●�

全
国
か
ら
ゴ
ミ
拾
い
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者

を
チ
ー
ム
で
募
り
、
多
く
拾
っ
た
チ
ー
ム

に
は
南
丹
市
の
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
。

●�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
８
０
０
個
集

め
る
と
ア
フ
リ
カ
に
１
本
分
の
ワ
ク
チ
ン

が
送
れ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
で
収
集
活
動

を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
市

内
全
体
で
行
う
こ
と
で
、
環
境
や
福
祉
へ

の
意
識
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
大
き
な
成

果
に
つ
な
げ
ら
れ
る
。

八
木
中　

３
年
生

杉す
ぎ

野の 

謙け
ん

太た

●�

多
く
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
る
場
所
を
調
査

し
、
そ
の
場
所
に
ゴ
ミ
箱
を
設
置
し
て
、

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
な
く
す
。

●�

梱
包
を
最
低
限
に
し
た
り
、
レ
ジ
袋
を
有

料
化
し
エ
コ
バ
ッ
グ
を
多
く
の
人
に
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
。

●�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
ゴ
ミ
が

多
い
と
感
じ
た
。
南
丹
市
の
魅
力
は
自
然

で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
そ
れ
を
生
か
す

た
め
に
環
境
を
守
る
。

美
山
小　

６
年
生

安や
す

野の 

藍あ
い

里り

●�「
ゴ
ミ
拾
い
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
」と
い
う
考
え

の
新
し
い
競
技「
ス
ポG

O
M
I

」を
南
丹
市

で
開
催
す
る
。

●�

外
国
か
ら
の
観
光
客
に
も
分
別
が
分
か
る

よ
う
に
集
積
場
に
外
国
語
の
表
記
を
す
る
。

●
マ
イ
バ
ッ
グ
や
エ
コ
バ
ッ
グ
を
推
奨
す
る
。

●�

消
費
者
が「
ご
み
を
減
ら
す
」た
め
に
考
え

る
こ
と
を
、
生
産
者
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
簡

素
化
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
分
別
を
し
や

す
い
工
夫
を
考
え
る
。

殿
田
小　

６
年
生

吉よ
し

田だ 

あ
い
み

●�

食
べ
残
し
ゼ
ロ
に
向
け
て
、
残
っ
た
お
か

ず
で
で
き
る
レ
シ
ピ
を
紹
介
す
る
。

●�

子
ど
も
の
描
い
た
絵
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

入
っ
た
エ
コ
バ
ッ
グ
を
各
世
帯
に
配
布
し
、

ス
ー
パ
ー
で
も
貸
出
を

行
う
。

●�

災
害
で
残
さ
れ
た
ま
ま

の
樹
木
を
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
燃
料
に

使
用
で
き
る
よ
う
希
望

者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。

殿
田
中　

２
年
生

北き
た

井い 

愛あ

み美

●�

ご
み
箱
が
設
置
し
て
あ
る
場
所
を
検
索
で

き
る
仕
組
み
を
作
る
。

●�

不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
、
レ
ジ
袋
の
有

料
化
や
、
レ
ジ
袋
や
飲
み
物
の
容
器
を
紙

に
す
る
。

●�

荒
れ
地
を
駐
車
場
や
畑
に
し
、
使
わ
れ
て

い
な
い
公
園
は
、
新
し
く
す
る
こ
と
や
、

風
力
や
太
陽
光
の
発
電
所
を
作
る
こ
と
で

南
丹
市
の
景
観
を
保
全
す
る
。

園
部
中　

３
年
生

日く
さ

下か

部べ 

理り

こ子

●�

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
た
め
に
、
地

域
の
協
力
で
成
り
立
つ
学
校
や
周
辺
を
綺

麗
に
し
、
地
域
貢
献
す
る
。

●�

全
校
生
徒
に
呼
び
か
け
て
ア
ル
ミ
缶
回
収

を
行
い
、
そ
れ
を
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
買

い
取
っ
て
も
ら
い
、
得
た
お
金
を
ユ
ニ
セ

フ
に
寄
付
す
る
。

●�

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
た
め
ら
う
ほ
ど
、
美

し
さ
を
保
た
れ
て
い
る
町
に
す
る
た
め
、

市
民
み
ん
な
が
協
力
す
る
。

胡
麻
郷
小　

４
年
生

松ま
つ
ば
ら原 

明め

い恵

●�

地
域
の
水
環
境

を
守
る
た
め

に
、
水
道
水
の

節
水
と
、
汚
れ

た
も
の
を
で
き

る
だ
け
流
さ
な

い
工
夫
が
大

切
。

●�

生
活
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
ご
み
の
問
題
に
つ
い
て
今
後
学

び
、
地
域
の
一
員
と
し
て
考
え
て
い
く
。

いただいたア
イデアは、今
後の市政や教
育行政への参
考とさせてい
ただきます。

▲浄水場見学の様子
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９
月
13
日
に
は
、
甲
斐
さ
ん
を
応
援
す

る
た
め
、
市
役
所
で
壮
行
会
を
開
催
し
、

西
村
市
長
や
木
村
教
育
長
か
ら
激
励
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
甲
斐
さ
ん
は「
多

く
の
方
に
応
援
い
た
だ
く
こ
と
に
感
謝
し
、

大
会
で
は
さ
ら
に
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し

た
い
」と
意
気
込
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
番
と
な
る
第
50
回
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
は
10
月
12

日
に
神
奈
川
県
川
崎
市
で
開
催
予
定
で
し

た
が
、
台
風
19
号
接
近
に
伴
い
、
残
念
な

が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
、「
第
50
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
」の
京
都
府
選

考
会
が
た
け
び
し
ス
タ
ジ
ア
ム
京
都
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
女
子
砲
丸
投
げ
に
出
場

さ
れ
た
甲
斐
さ
ん
は
、
11
メ
ー
ト
ル
72
の

自
己
ベ
ス
ト
を
出
し
て
、
初
優
勝
さ
れ
ま

し
た
。 第

50
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

京
都
府
選
考
会
　
砲
丸
投
げ
　
優
勝

活
躍
す
る
南
丹
市
の
人
び
と

市
民
の
皆
さ
ん
が
活
躍
す
る
南
丹
市
に

。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

園
部
中
学
校
３
年
生

甲か

斐い

　
彩さ

京き
ょ
う

さ
ん

▲大会に向けて意気込みを語る甲斐さん

▲市理事者や中学校関係者らと記念撮影

インフォメーション
友
だ
ち
登
録
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
市
政
情
報
な
ど
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
丹
市
関
係
の
気
象
情
報（
各
種
警
報
・
注
意
報
な
ど
）や
地
震
情

報
な
ど
を
配
信
す
る「
な
ん
た
ん
メ
ー
ル
」が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も
受
信
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
友
達
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

警
報
・
注
意
報
な
ど
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
受
信

■
登
録
方
法

①「
Ｉ
Ｄ
検
索
」の
場
合
は

「
ｎ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｎ
．
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
」

を
入
力
し
検
索
し
て
く
だ
さ
い

②「
友
だ
ち
検
索
」の
場
合
は「
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
」か
ら「
南
丹
市
」

を
検
索
し
て
く
だ
さ
い

③
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
場

合
は
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
っ
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

秘
書
広
報
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
６
５

利用の際の注意事項
・トークでの返信はできません
・背景やボタンなどの仕様変更
を予告なく行う場合があります
・掲載する情報は細心の注意を
払っていますが、必ず正確性を
保証するものではありません
・「こんな情報が欲しい」など、
ご要望がありましたら、市ホー
ムページ「南丹市政へのご意見
箱」にお願いします
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南丹の景観ちょっと情報 景観の小窓

第 31 景

八木町 諸畑区 清源寺

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
︱
０
０
１
９

美
山
支
所
総
務
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
︱
０
０
４
０

届
出
対
象
行
為
は
、
工
事

着
工
の
30
日
前
ま
で
に

届
け
出
を
！

　

美
山
町
地
域
で
、
建
築
物
の
建

築
や
工
作
物
の
建
設
、
土
地
の
形

質
変
更
、
土
石
等
の
盛
土
を
行
う

場
合
に
は
、
着
工
す
る
30
日
前
ま

で
に
市
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
出
対
象
行
為
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
行
お
う
と
す
る
行
為
が

届
け
出
の
対
象
に
な
る
か
な
ど
、

ご
不
明
な
点
や
景
観
計
画
に
関
す

る
こ
と
は
、
地
域
振
興
課
ま
た
は

美
山
支
所
総
務
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
南

丹
市
に
関
わ
る
多
く
の
方
と
一
緒

に
、
優
れ
た
景
観
を
守
り
育
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【八木町 諸畑区 清源寺】
　大堰川にかかる鉄橋、大堰橋を渡って田園風景の中
を山々へ向かいますと、山際に白い土塀や伽

が

藍
ら ん

が見えて
きます。ここが、曹洞宗金龍山清源寺です。
　境内にある庭園は美しく整備されており、御堂や敷き
詰められた白い砂利、松の木などが織りなす景観は厳
かな雰囲気をもって、来訪者を迎え入れます。
　清源寺の羅漢堂には、木

も く

喰
じ き

上
しょう

人
に ん

が彫り上げた木造の
十六羅漢像や、釈迦像が納められております。

清源寺　庭園清源寺　羅漢堂

羅漢像
★南丹市HPで、カラー版も掲載しております！★

URL：https://www.city.nantan.kyoto.jp/www/kurashi/101/009/007/index_46247.html

≪清源寺と木喰上人≫
　清源寺に納められている木喰仏像は、どの顔
も天真爛漫なほほえみを携えており、「微笑
仏」とも呼ばれます。木喰上人は、江戸時代末
期、全国を流浪しながら多数の仏像を彫り続け
た、偉大な彫刻家として知られています。
　木喰上人が掘った仏像は、北海道から九州ま
で、全国各地に残されていますが、その中でも
最高傑作とされているのが、清源寺に納められ
ている、十六羅漢像です。
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福祉とわたし＜＜＜for our happiness＞＞＞
福祉は、私たち一人ひとりが幸せに暮らすためにあります。

�

　

南
丹
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
は
、
会
員
同
士
で
悩
み
を

分
か
ち
合
い
、
相
互
の
親
睦

と
協
力
を
図
り
な
が
ら
個
人

の
厚
生
と
福
祉
の
向
上
に
、

ま
た
社
会
の
一
員
と
し
て
社

会
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

運
営
は
、
会
員
か
ら
の
会

費
の
ほ
か
、
市
役
所
や
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
行
っ
て
お

り
、
市
全
体
と
し
て
の
活
動

は
も
と
よ
り
、
園
部
、
八
木
、

日
吉
、
美
山
の
各
支
部
に
お
い
て
も
積

極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
障
が
い
の
状
態
に
よ
っ

て
は
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
り
、

や
や
も
す
る
と
孤
立
し
て
し
ま
い
ま
す

が
、そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
集
会
行
事
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
通
し
て
親
睦
を

深
め
、
会
員
同
士
の
協
力
関
係
を
育
ん

で
い
ま
す
。

〇
主
な
活
動
内
容

評
議
員
会（
総
会
）、
親
睦
旅
行
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
福
祉
大
会
、
障
害
者

週
間
啓
発
活
動
な
ど
。（
そ
の
他
、

京
都
府
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
や

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
主
催
の
事
業
、
支

部
独
自
の
事
業
も
あ
り
ま
す
。）

○
南
丹
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
役
員

会　

長　
　
　

松
本　

郁
夫

園
部
支
部
長　

中
井　

和
夫

八
木
支
部
長　

粟
津　

宏
文

日
吉
支
部
長　

船
越　

昭

美
山
支
部
長　

佐
野　

清

　

障
が
い
に
よ
る
個
々
の
生
活
の
し
づ

ら
さ
、
社
会
で
の
不
自
由
さ
な
ど
、
障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
一
人
一

人
の
思
い
を
み
ん
な
の
声
と
し
て
社
会

に
働
き
か
け
、
住
み
よ
い
社
会
の
実
現

の
た
め
に「
南
丹
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
」に
入
会
し
て
、
私
た
ち
と
一
緒
に

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
レ
ポ
ー
ト

I
T

南丹市では……

がんばります

よろしくお願いします！！

その 7

95

30
ha

ドドン!!

実は奥が深いさつまいも

その7
イラスト・大矢隊員

◎『
南
丹
辞
典
』収
録
の
南
丹
を
知
る
言
葉

田
舎
の
コ
ン
ビ
ニ【
い
な
か
の
こ
ん
び
に
】

ち
ょ
っ
と
し
た
物
を
幅
広
く
置
い
て
い
る
個
人
商

店
が
市
内
各
地
に
あ
る
。
住
民
と
密
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
経
営
し
て
い
る
。

南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（nantan.doors@

gm
ail.com

）ま
で
皆
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
言
葉
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
協
力
隊
ニ
ュ
ー
ス

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
2
期
が
卒
隊
し
、
新
た
に

1
名
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
計
５
名
で
活
動

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

南
丹
市
の
魅
力
発
信
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
空
き

家
活
用
、
農
業
な
ど
の
専
門
的
な
ス
キ
ル
と
、
熱

意
を
も
っ
て
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
南
丹
市
地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８

−

０
０
１
９

1
2

3
4

問
い
合
わ
せ
先

■
社
会
福
祉
課

　

℡（
0
7
7
1
）６
８
─
0
0
0
7

〜
南
丹
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
に
入
会
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

一
人
一
人
が
主
役
・
み
ん
な
の
笑
顔
を
「
絆
」
で
つ
な
ぐ
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食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

—38—

　
　
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
よ
う

〜
強
い
骨
で
健
康
に
〜

問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

◆
骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
？

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
生
活
習
慣
病
と

同
様
に
初
め
は
自
覚
症
状
が
現
れ
に
く

く
、
静
か
に
進
行
す
る
こ
と
が
多
い
病

気
で
す
。
圧
倒
的
に
女
性
に
多
く
、
50

歳
代
か
ら
急
速
に
増
加
す
る
傾
向
が
み

ら
れ
ま
す
。
40
歳
以
上
の
女
性
は
、
腰

椎
で
19
％
、
大
腿
骨
頸
部
で
26
％
が
骨

粗
し
ょ
う
症
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
骨
粗
し
ょ
う
症
の
原
因
は
？

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
ど
の
よ
う
な
原

因
で
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

①�

骨
の
新
陳
代
謝
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
。

②
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
。

　

主
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
原
因
で
、

骨
が
弱
く
な
り
、
折
れ
や
す
い
状
態
に

な
り
ま
す
。
加
齢
や
偏
っ
た
食
生
活
、

運
動
不
足
な
ど
が
こ
れ
ら
の
原
因
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。

◆�

食
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
よ

う
！

　

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
た
め
、

食
生
活
の
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
　
　

食
生
活
チ
ェ
ッ
ク

□�

好
き
嫌
い
が
多
く
偏
っ
た
食
事

を
し
が
ち
。

□�

牛
乳
・
乳
製
品
、
小
魚
は
あ
ま
り

食
べ
な
い
。

□�

納
豆
や
豆
腐
な
ど
の
大
豆
製
品

は
あ
ま
り
食
べ
な
い
。

□�

野
菜
、
海
藻
類
、
き
の
こ
類
は
あ

ま
り
食
べ
な
い
。

□�

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
食
品
を
よ
く
利
用
す
る
。

　

い
か
が
で
し
た
か
？
該
当
さ
れ
た
項

目
が
あ
れ
ば
、
そ
の
内
容
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

◆�

骨
粗
し
ょ
う
症
早
期
発
見
の
た
め
に

　

骨
粗
し
ょ
う
症
健
診
や
、整
形
外
科
、

婦
人
科
、
内
科
な
ど
で
実
施
し
て
い
る

検
査
を
積
極
的
に
受
診
す
る
こ
と
が
お

す
す
め
で
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
性
別
や
年
齢
な

ど
避
け
ら
れ
な
い
リ
ス
ク
だ
け
で
な

く
、
若
い
頃
か
ら
の
日
々
の
生
活
習
慣

の
積
み
重
ね
も
大
き
く
関
係
し
て
き
ま

す
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
薄
味
習

慣
、
運
動
習
慣
を
心
掛
け
、
健
康
で
強

い
骨
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。南
丹
市
で
も
、

骨
の
健
康
を
守
り
健
康
寿
命
の
延
伸
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

▲骨密度測定を受ける様子

〈 材　料 〉4人分
白玉粉・・・・・・・・・・・・・・・・100g
牛乳・・・・・・・・・・・・・・・・・100ml
きな粉・・・・・・・・・・・・・・・・・0.5g
黒すりごま・・・・・・・・・・・・・・1g

［たれ］　
濃口しょうゆ・・・・・・・・・12g
砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18g
水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50ml
片栗粉・・・・・・・・・・・・・小さじ1

〈 作り方 〉
①白玉粉に牛乳を加え（固さを見ながら）耳たぶの
固さになるまでよくこね、１口大に丸める。
②鍋に湯を沸かし①を入れ、浮き上がり１〜２分
経ったら水に取る。
③たれの材料をよく混ぜ合わせる。中火よりやや
弱火で、とろみが出るまで混ぜながら加熱す
る。
④③に水気を切った②の団子を加え、たれをから
める。食べる直前にきな粉とすりごまをふる。

ミルク
白玉だんご カルシウムたっぷり！
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〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶94̶

お元気ですか？

保健師です。

　

タ
バ
コ
は
、
原
料
と
な
る
葉
タ
バ
コ

に
何
百
種
類
も
の
添
加
物
、
化
学
化
合

物
を
加
え
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
た
び
タ
バ
コ
に
火
を
付
け
る
と

不
完
全
燃
焼
が
起
こ
り
、
そ
の
煙
に
は

分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
も
約
四
千
種
類

の
化
学
物
質
、
約
２
０
０
種
類
の
有
害

物
質
、
約
50
種
類
の
発
が
ん
性
物
質
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
１
本
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン

は
乳
児
の
致
死
量
に
相
当
す
る
ほ
ど
強

い
毒
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
で
も
、
周
囲

に
タ
バ
コ
を
吸
う
人
が
い
れ
ば
、
嫌
で

も
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
他
人
の
タ
バ
コ
の

煙
を
吸
う
こ
と
を「
受
動
喫
煙
」と
言
い

ま
す
。

　

タ
バ
コ
の
先
か
ら
立
ち
上
る
煙（
副

流
煙
）に
は
喫
煙
者
が
フ
ィ
ル
タ
ー
を

通
し
て
吸
い
込
む
煙（
主
流
煙
）の
何
倍

も
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ニ
コ
チ
ン
は
主
流
煙
の
２
・
８
倍
、

タ
ー
ル
は
３
・
４
倍
、
一
酸
化
炭
素
は

４
・
７
倍
、
ア
ン
モ
ニ
ア
に
い
た
っ
て

は
46
倍
に
も
な
り
ま
す
。

　

喫
煙
者
本
人
が
吸
っ
て
い
る
煙
よ
り

も
、
周
囲
の
人

が
吸
わ
さ
れ
て

い
る
煙
の
方
が

有
害
な
の
で
す
。

＊�

受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
の
ル
ー
ル

が
変
わ
り
ま
す
！

　

平
成
30
年
7
月
に「
健
康
増
進
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
成
立
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙

の
防
止
を
図
る
た
め
、
多
く
の
人
が
利

用
す
る
施
設
な
ど
の
区
分
に
応
じ
て
、

一
定
の
場
所
を
除
き
、
喫
煙
が
禁
止
さ

れ
ま
す
。

　

改
正
さ
れ
た
健
康
増
進
法
は
令
和
2

年
4
月
1
日
よ
り
全
面
施
行
さ
れ
ま

す
。

1
．
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
な
く
す

　

受
動
喫
煙
を
望
ま
な
い
人
が
、
屋
内

で
受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
な
状

況
を
な
く
し
ま
す
。

2
．�

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
が
大

き
い
子
ど
も
、
患
者
な
ど
に
特
に

配
慮

　

20
歳
未
満
の
人
や
病
気
の
人
が
主
に

利
用
す
る
施
設
や
屋
外
に
つ
い
て
、
受

動
喫
煙
対
策
を
い
っ
そ
う
徹
底
し
ま

す
。

3
．�

施
設
の
類
型
・
場
所
ご
と
に
対
策

を
実
施 

　

施
設
に
お
い
て
、
利
用
者
の
違
い
や

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
の
程
度
に

応
じ
、
場
所
ご
と
に
異
な
る
喫
煙
ル
ー

ル
を
定
め
、
喫
煙
室
に
は
標
識
の
掲
示

を
義
務
付
け
ま
す
。

●�

多
く
の
施
設
に
お
い
て
屋
内
が
原
則

禁
煙
に

●�

20
歳
未
満
の
方
は
喫
煙
エ
リ
ア
に
は

立
ち
入
り
禁
止
に

●�

屋
内
で
の
喫
煙
に
は
喫
煙
室
の
設
置

が
必
要
に

●
喫
煙
室
に
は
標
識
掲
示
が
義
務
付
け

　

に

　

タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ

こ
の
法
改
正
を
機
会
に
、
卒
煙
し
ま
し

ょ
う
。

　

卒
煙
は
一
回
で
成
功
す
る
人
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
失
敗
し
、
何
回
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
人
が
多
い
の
が

現
状
で
す
。

　

卒
煙
達
成
に
向
け
て
、
禁
煙
補
助
剤

や
禁
煙
外
来
を
利
用
す
る
の
も
一
つ
の

方
法
で
す
。

　

禁
煙
の
方
法
や
禁
煙
補
助
剤
、
禁
煙

外
来
な
ど
に
つ
い
て
、
興
味
が
あ
る
方

は
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
外
部
リ
ン
ク
】

厚
生
労
働
省「
な
く
そ
う
！
望
ま
な
い

受
動
喫
煙
」マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
へ

https://jyudokitsuen.m
hlw
.go.jp/

　

問
い
合
わ
せ
先　

保
健
医
療
課

　

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
6

受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す

〜
マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
へ
〜

改
正
法
の
ポ
イ
ン
ト

卒
煙
し
て
み
ま
せ
ん
か

改
正
法
の
３
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
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昨
年
、
関
東
地
方
の
医
科
大
学

で
入
試
の
際
に
女
性
受
験
者
に
不

利
な
得
点
調
整
を
行
っ
て
い
た
事

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
同
大

学
の
内
部
調
査
で
は
、
少
な
く
と

も
２
０
０
６
年
以
降
の
入
試
に
お

い
て
女
性
の
合
格
者
を
抑
制
し
て

い
た
事
が
発
覚
し
ま
し
た
。「
女

性
は
年
齢
を
重
ね
る
と
医
師
と
し

て
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ（
活
動
量
）

が
下
が
る
か
ら
」と
い
う
事
が
そ

の
理
由
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
産
や
育
児
等
で
多
く
の
女
性

医
師
が
退
職
す
る
事
を
問
題
と
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
長
時
間
労
働
の

是
正
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
充
実
が
課
題
で
あ
り
、
入

試
に
お
け
る
性
差
別
を
正
当
化
す

る
事
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
問
題
を
受
け
、
文
部
科
学

省
が
全
国
の
医
学
部
医
学
科
に
緊

急
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
過
去
６

医
学
部
入
試
の
女
性
差
別
問
題

年
間
の
入
試
に
お
い
て
63
大
学
で

男
性
の
合
格
率
が
女
性
よ
り
高

く
、
女
性
の
合
格
率
が
低
い
約
30

の
大
学
の
訪
問
調
査
に
よ
り
、
複

数
の
大
学
で
性
別
や
年
齢
に
よ
る

差
別
や
特
定
の
受
験
生
の
優
先
的

合
格
を
裏
付
け
る
資
料
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

女
性
で
あ
る
事
の
み
を
理
由
と

す
る
入
試
で
の
差
別
的
取
り
扱
い

は
、
憲
法
が
保
障
す
る
法
の
下
の

平
等
は
も
と
よ
り
、
教
育
基
本
法

や
男
女
共
同
参
画
基
本
法
の
理
念

に
も
反
す
る
も
の
で
す
。

　

真
面
目
に
夢
に
向
か
っ
て
努
力

す
る
受
験
生
の
た
め
に
も
、
性
別

や
年
齢
を
理
由
と
す
る
差
別
が
無

い
公
正
な
入
試
を
実
現
す
る
事
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第39回―

「ふわふわ言葉を広げよう」

胡
麻
郷
小
学
校
で
は
、

本
年
度
、
春
と
秋
の

２
回
に
分
け
て
校
内
人
権
旬

間
を
設
け
、
自
分
や
友
達
に

つ
い
て
見
つ
め
直
す
機
会
に

し
て
い
ま
す
。
人
権
旬
間
の

テ
ー
マ
は
、「
ふ
わ
ふ
わ
言

葉
で
み
ん
な
を
笑
顔
に
！
思

い
や
り
の
気
持
ち
で
素
敵
な

花
を
さ
か
せ
よ
う
」と
し
ま

し
た
。「
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
」と

は
人
を
う
れ
し
い
気
持
ち
、
温
か
い
気

持
ち
に
す
る
言
葉
の
こ
と
で
す
。「
ど
ん

な
言
葉
が
あ
る
か
な
。」と
子
ど
も
た
ち

に
考
え
さ
せ
る
と
、「
あ

り
が
と
う
」「
が
ん
ば
っ

た
ね
」「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」

「
す
ご
い
ね
」「
そ
の
調

子
」な
ど
た
く
さ
ん
の
言

葉
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
反
対
の
働
き
を
す

る
の
が「
ち
く
ち
く
言

葉
」で
す
。
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
中
で
、「
ち
く
ち
く
言
葉
」を
な
く

し
、「
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
」を
増
や
し
た
い

も
の
で
す
。
学
校
で
は
、「
今
の
言
葉
、

ふ
わ
ふ
わ
言
葉
だ
ね
。」「
今
の
言
葉
、

ど
う
言
え
ば
よ
か
っ
た
の
か
な
。」な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
言
葉
を
よ
く
聴
き
な
が

ら
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
た
言
葉
で

つ
な
が
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
を
通
し
て

「
〇
〇
さ
ん
に
ご
め
ん
ね

が
言
え
た
よ
。」「
あ
り

が
と
う
が
言
え
た
よ
。」

「
言
わ
れ
る
と
う
れ
し
い

気
持
ち
に
な
っ
た
。」「
も

っ
と
言
い
た
く
な
る
。」

ま
た
、
子
ど
も
同
士
の
仲
間
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
交
流
学
習

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
学
級
を

超
え
た
隣
接
学
年
で
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
自
己
紹
介
す
ご
ろ
く
や
テ
ー
マ
ト

ー
ク
を
し
た
り
し
て
楽
し
い
活
動
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

「
〇
〇
が
好
き
っ
て
初
め
て
知
っ
た
。」

「
〇
〇
が
自
分
と
一
緒
だ
っ
た
。」「
友
達

と
す
る
か
ら
楽
し
い
」「
話
せ
て
う
れ
し

い
」な
ど
新
し
い
発
見
を
し
、
自
分
や
友

達
の
こ
と
を
お
互
い
知
り
合
え
る
こ
と

が
う
れ
し
い
様
子
で
す
。
友
達
と
活
動

す
る
中
で
、
楽
し
さ
や
、
心
地
よ
さ
、

時
に
は
悔
し
さ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
気
持

ち
を
感
じ
な
が
ら
、
仲
間
と
の
よ
り
よ

い
つ
な
が
り
方
を
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
人
と
人
と
を
つ
な

ぐ
取
り
組
み
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
、
自
分
や
相
手
を
大
切
に
思

う
気
持
ち
を
育
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ

を
輝
か
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
胡
麻
郷
小
学
校
人
権
教
育
主
任

渡わ
た

邊な
べ　

 

百も
も

愛え

）
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■南丹市人権フォーラム■
日時　12/7（土） 13：30開催
会場　南丹市国際交流会館

◇ 歌とおはなし ◇
　鮎川めぐみ さん（作詞家）

◇ 講  演  会 ◇
　正木　明 さん（気象予報士）

※問合せ先（0771-68-0015）



南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）

https://www.lics-saas.nexs-service.jp/nantan/

南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）

https://www.lics-saas.nexs-service.jp/nantan/
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〜
楽
し
み
な
が
ら
本
を
読
も
う
〜

お
は
な
し
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

No.79

イメージキャラクター“なびっと”

—第64回—
消費生活情報

「お試しのつもりが
定期購入」に注意

「
お
試
し
」「
１
回
だ
け
」の
つ
も
り

が
定
期
購
入
だ
っ
た
！？

て
い
ま
す
。 

●
定
期
購
入
の
契
約
条
件
に
よ
っ
て
は

途
中
で
の
解
約
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

解
約
し
よ
う
と
事
業
者
に
連
絡
し
て

も
、
電
話
が
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
り
す

る
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

解
約
で
き
ず
に
い
る
と
次
々
に
商
品

が
送
ら
れ
て
き
て
、
請
求
金
額
が
思

い
も
よ
ら
な
い
高
額
に
な
っ
て
し
ま
う

事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
商
品
を
注
文
す
る
前
に
、
特
に
最

終
確
認
画
面
で
定
期
購
入
が
条
件
に

な
っ
て
い
な
い
か
、
中
途
解
約
や
返
品

は
出
来
る
の
か
な
ど
の
契
約
内
容
を

し
っ
か
り
と
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

●
不
審
に
思
っ
た
ら
、
お
気
軽
に
左

記
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事例　スマートフォンで筋肉増
強のサプリメントが約500円で
購入できるという広告を見て申
し込み、商品を受け取った。最
近になって、再び同じ商品が届き、今度は６千円
以上になるとの請求書が入っていた。事業者に電

話したところ、４回購入が条件の
定期購入だと言われた。画面の下
の方にそのような説明が書かれて
いたようだが、申し込みの際は気
付かなかった。　　（60歳代　男性）

（
商
工
課
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（独）国民生活センター

見守り新鮮情報
第302号より

　

南
丹
市
の
図
書
館
、
図
書
室
で

は
毎
月
１
〜
２
回
、
お
は
な
し
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

30
分
か
ら
１
時
間
程
度
の
ち
い

さ
い
子
向
け
の
お
は
な
し
会
や
、

工
作
会
を
あ
わ
せ
た
お
は
な
し
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
季
節

ご
と
の
お
楽
し
み
会
や
大
人
向
け

の
催
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
本
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
け
ど
、
き
っ
か
け
づ

く
り
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
や
、

本
を
読
む
の
が
苦
手
な
方
な
ど
も
、

お
は
な
し
会
で
人
か
ら
読
ん
で
も
ら

う
と
新
た
な
発
見
や
楽
し
み
が
あ
り

ま
す
。

　

各
館
に
お
は
な
し
会
の
開
催
日
時

が
記
さ
れ
た「
図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー
」

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
お
は
な

し
会
や
催
し
が
あ
る
と
き
に
、
ぜ
ひ
、

図
書
館
へ
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
広
告
を
見
て
、

健
康
食
品
等
を
低
価
格
で
購
入
で
き

る
と
思
っ
て
申
し
込
ん
だ
が
、
実
際
に

は
数
カ
月
間
の
定
期
購
入
が
条
件
と

な
っ
て
い
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ひ
と
こ
と
助
言

新
刊
紹
介

　

こ
の
本
は
、
羊
毛
が
糸
に
な
る
ま
で

の
工
程
か
ら
、糸
の
紡
ぎ
方
の
基
本
編
、

応
用
編
ま
で
、
初
め
て
糸
を
紡
ぐ
人
に

向
け
て
の“
知
り
た
い
！
”を
解
説
し
て

い
ま
す
。
紡
い
だ
手
製
の
糸
で
挑
戦
で

き
る
マ
フ
ラ
ー
、
ハ
ン
ド
ウ
ォ
ー
マ
ー

の
編
み
方
が
フ
ル
カ
ラ
ー
で
載
っ
て
お

り
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
本
で
す
。

『
き
ほ
ん
の
糸
紡
ぎ
』

著
者
：
緒
方
　
伶
香

発
行
：
誠
文
堂
新
光
社

『
民
主
主
義
は
誰
の
も
の
？
』

 
文 
：
プ
ラ
ン
テ
ル
グ
ル
ー
プ

 

絵 
：
マ
ル
タ
・
ピ
ナ

 

訳 

：
宇
野
　
和
美

　

40
年
ほ
ど
前
に
、
民
主
主
義
へ
の

一
歩
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
た
ス
ペ

イ
ン
で
出
版
さ
れ
た
本
が
、
日
本
語

に
訳
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ス
タ
イ
リ

ッ
シ
ュ
な
コ
ラ
ー
ジ
ュ
や
写
真
を
使

っ
た
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
、
民
主
主

義
は
何
の
た
め
に
作
ら
れ
て
、
ど
の

よ
う
に
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
か

が
書
か
れ
た
一
冊
で
す
。

注
文
す
る
前
に
中
途
解
約
、
返
品
で

き
る
か
な
ど
し
っ
か
り
確
認
を
！
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�

▲「ぽぽたん」による歌と手遊びを楽しむ来場者

日吉町ボランティア交流会
ボランティアで笑顔の輪を広げよう

《問い合わせ先》
南丹市社会福祉協議会 日吉事務所

TEL：（0771）72-0947

当日の様子（9／21）
　

9
月
21
日
五
ヶ
荘
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
日
吉
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
が
交
流
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る

人
同
士
が
交
流
す
る
場
と
し
て
開
催
さ

れ
、お
よ
そ
80
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に「
レ
レ
レ
の
お
じ
さ
ん
流

−

細
く
長
く
の
地
域
活
動

−

」を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
会
が
催
さ
れ
、
あ
そ
び

の
工
房
も
く
も
く
屋
事
務
局
長
の
田
川

雅
規
さ
ん
が
講
師
と
し
て
招
か
れ
ま
し

た
。
田
川
さ
ん
は
じ
ゃ
ん
け
ん
な
ど
、

体
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら「
新
し
い
仲
間
に
自
分
た
ち
の
当
た

り
前
を
押
し
付
け
な
い
こ
と
」や「
楽
し

そ
う
に
活
動
す
る
こ
と
」な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
際
の
気
を
付
け
る

べ
き
こ
と
、
大
切
な
こ
と
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
27
グ
ル
ー
プ
が
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
手
作
り

を
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
に
は
グ
ル
ー
プ
の
概
要
や
普

段
の
活
動
内
容
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

所
属
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
以
外
の
活
動

内
容
を
知
る
機
会
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
同
士
、
交
流
を

深
め
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
と
し
て
、
地

域
サ
ロ
ン
な
ど
で
漫
才
を
披
露
し
て
い

る「
花
い
ち
も
ん
め
」と
、
歌
と
手
遊
び

を
中
心
と
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
し
て
い
る「
ぽ
ぽ
た
ん
」が
出
演
し

ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
依
頼
が
殺
到
し

て
い
る
両
グ
ル
ー
プ
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

を
受
け
、
参
加
者
ら
は
今
後
の
参
考
に

と
楽
し
み
な
が
ら
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
そ
の
地
域
に

元
気
を
与
え
ま
す
。
今
後
も
市
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
を
笑
顔
に
変
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

田川さんの講演

グループ活動紹介などのポスターセッション

日吉町ボランティア
連絡協議会

　日吉町ボランティア連絡協議会
は日吉町内のボランティア活動の
推進と、会員のボランティア活動
が継続・発展することを目指し、会
員同士の交流会や研修などの活
動を行っています。
　「これからボランティアを始めよ
うかな」「登録してみようかな」とお
考えの方は、お気軽にお問い合わ
せください。



まちの話題を紹介します
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　8月25日、南丹市八木町で「第5
回トライアスロン大会in南丹」が開
催されました。
　大堰川での水泳や、田園風景
が続く南丹市らしい自然あふれる
コースが魅力で、全国高校選手権
も兼ねて開催された本大会は、全
国から500人を超える参加者が集
まり、にぎわいました。
　当日は8月下旬にも関わらず、厳
しい暑さとなりましたが、そんな
暑さにも負けず、参加者たちは
ゴールを目指しました。また、沿
道には参加者を応援する人の姿も
みられ、レース参加者に大きな声
援を送りました。

　9月22日、国際交流会館周辺を会場にフィールドトリップ
in南丹が開催されました。毎年、府内在住の留学生と市
民との交流を目的に、南丹市国際交流協会と京都府国際
センターが開催されています。
　当日は、13カ国の留学生や市民ら約90人の参加があ
りました。京都美術工芸大学園部キャンパスでは、木工
や陶芸などの展示見学が行われました。また、園部藩立
藩400年をテーマに生身天満宮や園部城址の巽櫓を見学
し、参加者は日本文化や南丹市の歴史を感じていました。

「
苦
悩
の
先
の
楽
し
い
子
育
て
体
験
を
語
る
」

「
日
本
文
化
と
園
部
藩

文
化
・
歴
史
を
満
喫
」

（
９
／
７　

南
丹
市
人
権
講
演
会
）

（
9
／
22　

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ 

in 

南
丹
）

▲子育ての実体験を語る奥山さん

◀
巽
櫓
内
の
展
示
を
見
る
参
加
者

▲力強くペダルをこぐ参加者

▲コースを完走し、ゴールする参加者

「
過
酷
な
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
る
鉄
人
た
ち
」

（
８
／
25　

第
５
回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
in
南
丹
）

　9月7日、南丹市国際交流会館で「生きてる
だけで100点満点!!」と題された人権講演会が
開催されました。
　ダウン症候群と診断された次男の子育てを
している女優の奥

おく

山
やま

佳
よし

恵
え

さんが講師となり、
自身の苦悩や、子育ての実体験を語りまし
た。診断を受けた時は「恐かった」と振り返り
ましたが、子育てをする中で「子育ては案外
普通だった。今では障がいを個性としてとら
えている」と話され「みんなそう思える世の中
になれば」と締めくくりました。スクリーン
には次男の写真を映し「自慢のかわいい息子
です」と227人の来場者に紹介しました。



まちの話題を紹介します

23 広報なんたん10・11月号

　9月6日、京都市内で開催された
「国際博物館会議（ICOM）京都大
会」の参加者が南丹市に訪れまし
た。
　一行は、最初に南丹市立文化博
物館に足を運ばれ、昔の暮らしを
記した書物や使用した道具などの
展示物を見学されました。その後、
園部町の京都伝統工芸大学校や美
山町のかやぶきの里、八木町の清
源寺などを訪れ、古くからの伝統
文化や歴史に触れました。

　ホームタウン南丹市応援デーの9月
14日、たけびしスタジアム京都で、
京都サンガF.C.が、東京都町田市を本
拠地とするFC町田ゼルビアと対戦し、
2対0で勝利を収めました。
　京都サンガF.C.は、南丹市などを活
動拠点のホームタウンとして、小学校
の授業時間に訪問し、一緒に身体を動
かしたり、サッカーをしたりして、さ
まざまな活動を展開しています。
　年間42試合を行い、2位以内ならJ1
自動昇格、3位から6位以内ならプレー
オフでJ1昇格の椅子をかけて戦うこ
とになります。

　7月から約1カ月間にかけて、園部藩立藩
400年を記念して、園部藩の城下にあった
2路線の愛称を募集し、決定しました。

そのべお城通り：
園部町上本町交差点から城南町交差点まで
生身天神通り：
園部町本町交差点から栄町交差点まで

　10月10日には、愛称名の発表と園部ラ
イオンズクラブから寄贈いただいた木製灯
籠の設置をしました。制作には府立北桑田
高校森林リサーチ科の生徒にご協力をいた
だきました。

「
南
丹
市
内
を
巡
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
参
加
者
」

「
京
都
サ
ン
ガ
Ｊ
１
昇
格
ま
で
あ
と
少
し
」

「
皆
さ
ん
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
道
路
に
」

「
八
木
ゆ
か
り
の
武
将
歴
史
勉
強
会
開
催
」

（
９
／
14　

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
南
丹
市
応
援
デ
ー
）

（
10
／
10　

道
路
愛
称
発
表
・
木
製
灯
籠
設
置
）

（
10
／
5　
「
八
木
城
と
キ
リ
シ
タ
ン
武
将
内
藤
ジ
ョ
ア
ン
」
の
お
話
し
）

▲文化博物館内を閲覧する参加者

▲フラッグベアラーとして入場する南丹市在住の子どもたち

（
９
／
６　

国
際
博
物
館
会
議
京
都
大
会
）

　10月5日、八木公民館で「八木城とキリ
シタン武将内藤ジョアン」のお話しが開催
されました。地元郷土史愛好家の八木幸
雄さんを講師に招き、地元住民らでつく
る八木町南地区大堰塾が主催されました。
　内藤ジョアンは戦国時代を生きたキリ
シタン武将として知られており、幕府の
禁教令によりフィリピンで没した。講演
では、ジョアンの壮絶な生涯や八木城の
説明がされ、八木さんは「地元の誇れる偉
人だ」と語られました。

▲講演する八木さんと参加者

▲（上）愛称を発表する西村市長
　（下）試行錯誤しながら制作する生徒ら
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

▶
左
右
の
部
分
の
組
み
立
て
方
を
考
え
て
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▶
雷
や
雷
雲
を
折
り
鶴
を
使
っ
て
、
細
か
な

と
こ
ろ
ま
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▶
自
分
の
夢
で
あ
る
航
海
士
を
表
現
し
ま
し

た
。
服
を
立
体
的
に
し
た
り
、
腕
の
曲
が
り

方
を
よ
く
考
え
た
り
で
き
ま
し
た
。

　

台
風
19
号
に
よ
り
被
害
に
遭
わ

れ
た
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

台
風
や
地
震
と
い
っ
た
自
然
災

害
は
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
は
可
能
で
す
。
防
災
訓
練

な
ど
の
日
頃
の
準
備
が
、
い
ざ
と

い
う
時
の
役
に
立
つ
と
改
め
て
感

じ
ま
す
。

　

夏
も
終
わ
り
、
気
温
も
ぐ
っ
と

下
が
り
ま
し
た
。
風
邪
を
ひ
か
れ

な
い
よ
う
、
お
体
に
十
分
お
気
を

付
け
く
だ
さ
い
。�
（
Ｍ
）

※
担
任
の
先
生
、
担
当
教
科
の
先
生

の
講
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

━ 

南
丹
市
立
園
部
第
二
小
学
校 

━

 

編
集
後
記

な
ん
た
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
−76−

●総人口：31,670人（−20)
　（男：15,316人

（−11）
・女：16,354人

（−9）
）

●世帯数：14,268世帯（−11)
（令和元年10月1日現在）

（　）内は前月比

　「兄妹仲良く、
　　　　元気にすくすく大きくなってね♡︎」（父・母より）　

●
園
部
町

加か

戸と　

春は
る

馬ま

く
ん（
3
歳
・
右
）

　
　
　

美み

波な
み

ち
ゃ
ん（
11
カ
月
・
左
）

2019.10・11 

「
は
み
が
き
」

　

髙た
か

澤ざ
わ　

慎し
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん
（
1
年
）

「
地
」

中な
か

村む
ら　

美み

涼す
ず

さ
ん
（
4
年
）

「
わ
っ
か
で
へ
ん
し
ん
〜
か
み
な
り
男
〜
」

松ま
つ

下し
た　

咲さ
き

さ
ん
（
2
年
）

「
み
ん
な
を
支
え
て
い
る
自
分
」

清し

水み
ず　

陽ひ

元げ
ん

さ
ん
（
6
年
）

▶
口
を
大
き
く
開
け
て
、
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。


